
 
 
 
 
 
 
 民間事業者がすすめる桜町再開発

（総事業費500億円の予定）に、熊本市

が300億円以上つぎ込む「大会議場」

整備検討委員会が開催されています。 
（8 月26日第1回、9月2日第2回、

10月15日第3回開かれました） 

検討委員会は、5回開かれ、「大会

議場整備基本計画」策定に関し、施

設の規模・機能、管理運営等を答申

する予定です。 

 
 
・市の大会議場が入る桜町再開発事

業は地上 15 階、熊本市の景観条

例（高さ制限 55ｍ）を大きくオー

バーしています。 
・大会議場の事業費は二百数十億円

が予定され、事業者の言いなりで

す。 （大会議場の床面積・約3万㎡） 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 大会議場については市民への説明

がほとんど行われておらず、市民合

意もないまま「整備先にありき」で

議論が進んでいます。 
市民への説明責任を果たし意見

聴取を行い、市民合意のない大会議

場整備の検討はすべきでありません。 
学識者、地元経済界、コンベンション協会、

マスコミ、市・市議会の代表、総勢20 名

で構成（会長・両角熊大副学長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再開発総事業費500億円（床面積12～13万㎡） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 10月 7日の市議会「中心市街地活

性化特別委員会」では、共産党市議

団だけでなく、複数会派から大会議

場整備に疑問の声が出されました。 
「議会への説明もないまま、報道

が先行し、つくることありきで説明

している」、「検討委員会が先行して

いることに危惧を感じる。財政見通

しが示されないと、議会としての判

断ができない」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
「数百億円の事業費をつぎ込む大事

業でありながら、戦略が見えてこな

い。熊本市のコンベンションの課題

は宿泊施設。大会議場は民設民営で

いいという声もある」 

 日本共産党としても、300 億円以

上も税金を投入する大会議場整備が

今必要なのか、市民への説明責任を

果たし、合意のない大会議場整備の

見直しを求めました。 
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市民合意のない桜町・大会議場 300 億円の税金投入は中止を

 
「桜町再開発への大会議場整備に関する検討委員会」が開かれていますが、「大会議場整備先にありき」の論議です 

検討委員会を先行せず、市民への説明責任を果たし、意見聴取を 

地上 15階、景観条例に抵触する大会議場は、問題点がいっぱい 

議会の複数会派から、疑問と「整備の是非を問うべき」の意見 
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日本共産党 市議会だより 2013 年 10 月 20日 

陶芸、手編、木彫、園芸などを通じ、高齢

者の生きがいを育んでいる場所が「高齢者生

きがい作業所」（年間経費は３５６万円）で

す。老人福祉センターなども含め、市内１０

カ所で講座が開催されています。 
現在、講座（１年間）に参加している方は

８２名。また講座卒業後も引き続き作業所に

集っている高齢者は６００名にも及びます。 

しかし、熊本市は、この事業を「熊本市版

事業仕分け」にかけ、「カルチャースクールな

どが増え行政が担う必要はなくなった」「施設

が老朽化している」等を理由に、「廃止」の方

針を決めました。 
利用者からは、「引き続き講座に通えるよ

う、存続してほしい」「生きがいを奪わないで

ください」など切実な声が寄せられています。 

 こうした声をうけ、早速、生きがい作業所

を訪問。作業の様子を見学するとともに、利

用者の思いを聞かせていただきました。 
この日、陶芸の講座が開かれており、陶器

の本焼きが行われていたほか、１０数名の利

用者が、作陶に取り組まれていました。 
利用者からは、「数十年にわたって作業所に

通っている。陶芸に出会い、作品をつくることが

生きがいとなっている。」「考えながら・手を動か

しながら・おしゃべりをしながらの作業は痴呆防

止になっている」「カルチャーセンターの講座で

は、作陶から本焼きまで一連の作業ができない

（焼窯がなく外注に出すため）。存続してほし

い。」「廃止を決める前に現場に来て、利用者の声

を聞いてほしい」などの声が出されました。 
また他県から熊本市に移住してきた高齢者の

方は、「生きがい作業所は、他の都市にはない素

晴らしい取り組み。廃止ではなく、拡充し、全国

に広げてほしい」との思いを語ってくれました。 
いきいきと作業に取

り組む姿に触れ、時代

に合わないどころか、

高齢者の生きがいを育

む貴重な場所としてさ

らなる支援の必要性を

感じました。 
作陶に取り組む利用者の方々 作業所には焼釜が設置 

市議会のブラジル・ペルー訪問 420 万円 

あえて 1 名追加せず最小限にとどめるべき 

 11 月 8～19 日（12 日間）、熊本市議会からブラジ

ル・ペルーを訪問します。 
 ブラジル熊本県文化交流協会創立 55 周年記念式

典（10 日）と熊本県ペルー移住 110 周年記念式典（16
日）への参加を目的にした訪問で、当初議長 1 名が

参加を予定していました。しかし、9 月議会最終日に、

自民党から 1 名追加で参加することが提案され、多

数の賛成で決められました。（日本共産党市議団 3 人

と自由クラブが反対） 
海外での公式行事には、議長が参加すれば役割は

果たせます。1 名増やす必要はありません。なぜ、1
名追加するのか、自民党から参加するのか、全く不

透明です。12 日間という長期間でもあり、2 名の参

加のために、420 万円が使われる予定です。 
（随行費用まで含め、一人 210 万円） 

1 名追加には、納得できる理由がありません。税金に

よる議員の海外渡航は、最小限にすべきです。 
【日程】 

（1～２日目）くまもと出発・ブラジル到着    

（3 日目）ブラジル熊本県文化交流協会創立 55 周年記念式典 

（4・5 日目）サンパウロ領事・市議会訪問・農場視察 

（6 日目）ペルーへ移動 （７日目）リマ大使館・国会視察 

（8 日目）熊本県ペルー移住110 周年展示開会式、資料館見学 

（9 日目）熊本県ペルー移住 110 周年記念式典 

（10 日目）県人会名誉会長主催昼食会 

（11～12 日目）ペルー発・熊本到着 


